
国際日本研究学位プログラム(博士後期課程)

専門科目

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

0BBE000
リサーチ・プログラム
開発5

2 2.0 1 春ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

自らの研究テーマに関して指導教員(複数が望ま
しい)の指定する学習教材、文献、各種資料など
をはば広く集中的に学習し、また関連する学会、
シンポジウム、会議、公開講座等に参加し、そこ
での学習成果を「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録する。それを指導教員に報告し、学習
の進捗度について指導を受ける。学習の進捗状
況、 学習内容について「可」としての判断が出
た場合、最終レポートを執筆し、レポートが合格
になれば単位が与えられる。学習内容、レポート
は通常の10回分の講義および 予復習を通じて身
につけられる程度に相当する質と量が必要であ
る。レポートおよび「リサーチ・プログラム開発
ノート」は複数教員で評価する。本演習は早期修
了予定者が博士論文作成に必要な知識を習得する
ことを念頭に置いて開講するものであり、履修に
先立って、指導教員の許可がいる。早期修了予定
者以外の学生で特別な理由があり、本演習を受講
したい者は、事前に指導教員、学位プログラム
リーダーの承諾がいる。本演習では早期修了のた
めに必要な学習プロセスの基本(学会発表等)につ
いても学ぶ。レポートは「リサーチ・プログラム
開発1,2,3,4」とは別のものでなければならな
い。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。偶数年
開講。
西暦偶数年度開講。
02DMC01と同一。

0BBE001
リサーチ・プログラム
開発6

2 2.0 1 秋ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

自らの研究テーマに関して指導教員(複数が望ま
しい)の指定する学習教材、文献、各種資料など
をはば広く集中的に学習し、また関連する学会、
シンポジウム、会議、公開講座等に参加し、そこ
での学習成果を「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録する。それを指導教員に報告し、学習
の進捗度について指導を受ける。学習の進捗状
況、 学習内容について「可」としての判断が出
た場合、最終レポートを執筆し、レポートが合格
になれば単位が与えられる。学習内容、レポート
は通常の10回分の講義および 予復習を通じて身
につけられる程度に相当する質と量が必要であ
る。レポートおよび「リサーチ・プログラム開発
ノート」は複数教員で評価する。本演習は早期修
了予定者が修士博士論文作成に必要な知識を習得
することを念頭に置いて開講するものであり、履
修に先立って、指導教員の許可がいる。早期修了
予定者以外の学生で特別な理由があり、本演習を
受講したい者は、事前に指導教員、学位プログラ
ムリーダーの承諾がいる。本演習では早期修了の
ために必要な学習プロセスの基本(学会発表等)に
ついても学ぶ。「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録される学習内容、レポートは「リサー
チ・プログラム開発1,2,3,4,5」とは別のもので
なくてはならない。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。偶数年
開講。
西暦偶数年度開講。
02DMC02と同一。
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0BBE002
リサーチ・プログラム
開発7

2 2.0 2

自らの研究テーマに関して指導教員(複数が望ま
しい)の指定する学習教材、文献、各種資料など
をはば広く集中的に学習し、また関連する学会、
シンポジウム、会議、公開講座等に参加し、そこ
での学習成果を「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録する。それを指導教員に報告し、学習
の進捗度について指導を受ける。学習の進捗状
況、 学習内容について「可」としての判断が出
た場合、最終レポートを執筆し、レポートが合格
になれば単位が与えられる。学習内容、レポート
は通常の10回分の講義および 予復習を通じて身
につけられる程度に相当する質と量が必要であ
る。レポートおよび「リサーチ・プログラム開発
ノート」は複数教員で評価する。本演習は早期修
了予定者が博士論文作成に必要な知識を習得する
ことを念頭に置いて開講するものであり、履修に
先立って、指導教員の許可がいる。早期修了予定
者以外の学生で特別な理由があり、本演習を受講
したい者は、事前に指導教員、学位プログラム
リーダーの承諾がいる。本演習では早期修了のた
めに必要な学習プロセスの基本(学会発表等)につ
いても学ぶ。「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録される学習内容、レポートは「リサー
チ・プログラム開発1,2,3,4,5,6」とは別のもの
でなくてはならない。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。奇数年
開講。
2026年度より2年おき
開講。
02DMC03と同一。
2026年度開講せず。
要望があれば英語で授
業

0BBE003
リサーチ・プログラム
開発8

2 2.0 2

自らの研究テーマに関して指導教員(複数が望ま
しいの指定する学習教材、文献、各種資料などを
はば広く集中的に学習し、また関連する学会、シ
ンポジウム、会議、公開講座等に参加し、そこで
の学習成果を「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録する。それを指導教員に報告し、学習
の進捗度について指導を受ける。学習の進捗状
況、 学習内容について「可」としての判断が出
た場合、最終レポートを執筆し、レポートが合格
になれば単位が与えられる。学習内容、レポート
は通常の10回分の講義および 予復習を通じて身
につけられる程度に相当する質と量が必要であ
る。レポートおよび「リサーチ・プログラム開発
ノート」は複数教員で評価する。本演習は早期修
了予定者が博士論文作成に必要な知識を習得する
ことを念頭に置いて開講するものであり、履修に
先立っては、指導教員の許可がいる。早期修了予
定者以外の学生で特別な理由があり、本演習を受
講したい者は、事前に指導教員、学位プログラム
リーダーの承諾がいる。本演習では早期修了のた
めに必要な学習プロセスの基本(学会発表等)につ
いても学ぶ。「リサーチ・プログラム開発ノー
ト」に記録される学習内容、レポートは「リサー
チ・プログラム開発1,2,3,4,5,6,7」とは別のも
のでなくてはならない。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。奇数年
開講。
2026年度より2年おき
開講。
02DMC04と同一。
2026年度開講せず。
要望があれば英語で授
業

0BBE010
リサーチ・プログラム
開発基礎3

2 1.0 1 - 3 春ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

構成教員や主指導教員(副指導を含む)の協議をふ
まえ、国内外学会、シンポジウム、学術会議、公
開講座などの研究教育に関連する活動等を企画運
営または参画することを通じて、資料調査・サー
ベイ等による研究能力にとどまらず、運営事務や
企画調整等のマネジメントおよびコミュニケー
ションといった実践能力の涵養を併せて図ること
を目的とする。履修者は、その活動および成果を
「リサーチ・プログラム開発ノート」に記録し、
活動終了後に学位プログラムリーダーへ提出す
る。提出された「ノート」は教育会議に諮って審
査し、合格が認められた者に1.0単位を付与す
る。
本科目を適用できる活動は、原則として構成教員
や主指導教員(副指導を含む)が学位プログラム教
育会議に付議して認められた企画・活動に限るも
のとし、履修者はその活動の準備から終了まで積
極的に参画すること。また、履修者の「ノート」
は、通常10回分の講義および予復習を通じて身に
つけられる程度に相当し、自らの研究活動に寄与
する質量であることが望ましい。
なお、早期修了希望・早期修了希望以外のいずれ
の学生であっても、学位プログラム教育会議の審
議の結果、認められれば履修することができる。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。
要望があれば英語で授
業
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0BBE011
リサーチ・プログラム
開発基礎4

2 1.0 1 - 3 秋ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

構成教員や主指導教員(副指導を含む)の協議をふ
まえ、国内外学会、シンポジウム、学術会議、公
開講座などの研究教育に関連する活動等を企画運
営または参画することを通じて、資料調査・サー
ベイ等による研究能力にとどまらず、運営事務や
企画調整等のマネジメントおよびコミュニケー
ションといった実践能力の涵養を併せて図ること
を目的とする。履修者は、その活動および成果を
「リサーチ・プログラム開発ノート」に記録し、
活動終了後に学位プログラムリーダーへ提出す
る。提出された「ノート」は教育会議に諮って審
査し、合格が認められた者に1.0単位を付与す
る。
本科目を適用できる活動は、原則として構成教員
や主指導教員(副指導を含む)が学位プログラム教
育会議に付議して認められた企画・活動に限るも
のとし、履修者はその活動の準備から終了まで積
極的に参画すること。また、履修者の「ノート」
は、通常10回分の講義および予復習を通じて身に
つけられる程度に相当し、自らの研究活動に寄与
する質量であることが望ましい。
なお、早期修了希望・早期修了希望以外のいずれ
の学生であっても、学位プログラム教育会議の審
議の結果、認められれば履修することができる。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。
要望があれば英語で授
業

0BBE014
リサーチ・プログラム
特別開発3

2 1.0 1 - 3 春ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

本科目は英語等外国語による優秀な学術業績の成
果産出を促す目的から開講するものであり、学生
は指導教員および学位プログラムリーダーに履修
の意思を示し、学位プログラム教育会議において
履修の適切性が審議・承認された場合において、
その履修が認められる。
学生は自らの研究テーマに関して、学位プログラ
ムリーダー、指導教員、学位プログラム代表者等
の指示する教材、文献、各種資料などを広く学習
しつつ、海外の関連学会・シンポジウム・学術会
議・公開講座等に参加のうえ発表をおこない、そ
の発表詳細および学習成果について総括レポート
を作成する。レポートは通常10回分の講義および
予復習、外国語運用能力の向上に資する程度の質
と量を必要とする。
学生は総括レポートを必ず指導教員および学位プ
ログラムリーダーに報告し、そのレポートに記載
された研究の進捗状況および学習内容は学位プロ
グラムにおいて審査される。審査の結果「可」の
判断が与えられた場合、1.0単位が付与される。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。

0BBE015
リサーチ・プログラム
特別開発4

2 1.0 1 - 3 秋ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

本科目は英語等外国語による優秀な学術業績の成
果産出を促す目的から開講するものであり、学生
は指導教員および学位プログラムリーダーに履修
の意思を示し、学位プログラム教育会議において
履修の適切性が審議・承認された場合において、
その履修が認められる。
学生は自らの研究テーマに関して、学位プログラ
ムリーダー、指導教員、学位プログラム代表者等
の指示する教材、文献、各種資料などを広く学習
しつつ、海外の関連学会・シンポジウム・学術会
議・公開講座等に参加のうえ発表をおこない、そ
の発表詳細および学習成果について総括レポート
を作成する。レポートは通常10回分の講義および
予復習、外国語運用能力の向上に資する程度の質
と量を必要とする。
学生は総括レポートを必ず指導教員および学位プ
ログラムリーダーに報告し、そのレポートに記載
された研究の進捗状況および学習内容は学位プロ
グラムにおいて審査される。審査の結果「可」の
判断が与えられた場合、1.0単位が付与される。

履修を希望する者は、
概要を必ず一読して関
係各所にあらかじめ相
談すること。履修登録
は履修を認められたの
ちに行うこと。

0BBE314 国際日本人文科学1A 1 1.0 1 - 3

国際日本人文科学領域の様々な学術分野との関連
において、学問領域の枠にとらわれない広い視点
で探究し、学問を多角的に究明するための総合的
な知の体系の構築を目指し、考究する力と感性を
養成します。

2024年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE315 国際日本人文科学1B 1 1.0 1 - 3

国際日本人文科学領域の様々な学術分野と様々な
事象や概念を、学問領域の枠にとらわれない広い
視点で探究し、学問を多角的に究明するための総
合的な知の体系の構築を目指し、論理的かつ多角
的に研究に関する授業を行います。

2024年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。
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0BBE316 国際日本人文科学2A 2 1.0 1 - 3

人文科学の諸分野の視点から、現代日本や国際社
会の特質と諸課題を解明するための演習を行う。
受講生各自が自分の研究課題をもち、授業におけ
る議論を通して、高度な研究力を身に着けること
を目的とする。

2025年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE317 国際日本人文科学2B 2 1.0 1 - 3

人文科学の諸分野の視点から、現代日本や国際社
会の特質と諸課題を解明するための演習を行う。
受講生各自が自分の研究課題をもち、授業におけ
る議論を通して、独創性の高い学術的成果を生み
出すことを目的とする。

2025年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE318 国際日本人文科学3A 2 1.0 1 - 3 春AB 応談

平石 典子,白戸
健一郎,江口 真
規,石塚 修,嚴 錫
仁,塩谷 哲史,イ
スマイロフ ムロ
ド

人文科学の諸分野の視点から、現代日本や国際社
会が抱える諸課題を解明するため、受講生各自が
設定した研究課題に基づき、調査や議論を重ねて
演習を行い、論文執筆能力とプレゼンテーション
能力、さらなる課題発見能力を高め、高度な研究
力を身につけることを目的とする。

2026年度より2年おき
開講。
対面(オンライン併用
型)

0BBE319 国際日本人文科学3B 2 1.0 1・3 秋AB 応談

平石 典子,白戸
健一郎,江口 真
規,石塚 修,嚴 錫
仁,塩谷 哲史,イ
スマイロフ ムロ
ド

人文科学の諸分野の視点から、現代日本や国際社
会が抱える諸課題を解明するため、受講生各自が
設定した研究課題に基づき、調査や議論を重ねて
演習を行い、論文執筆能力とプレゼンテーション
能力、さらなる課題発見能力を高め、高度な研究
力を身につけることを目的とする。

2026年度より2年おき
開講。
対面(オンライン併用
型)

0BBE514 国際日本社会科学1A 2 1.0 1 - 3

社会科学の諸分野の視点から、現代日本や国際社
会の特質と諸課題を解明するための演習を行う。
受講生各自が自分の研究課題をもち、授業におけ
る議論を通して、高度な研究力を身に着けること
を目的とする。

授業形態は演習(対
面)。 開設曜時限は教
員毎に異なる。
2024年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE515 国際日本社会科学1B 2 1.0 1 - 3

社会科学の諸分野の視点から、現代日本や国際社
会の特質と諸課題を解明するための演習を行う。
受講生各自が自分の研究課題をもち、授業におけ
る議論を通して、独創性の高い学術的成果を生み
出すことを目的とする。

2024年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE516 国際日本社会科学2A 2 1.0 1 - 3

国際日本社会科学領域の様々な学術分野との関連
において、学問領域の枠にとらわれない広い視点
で探究し、学問を多角的に究明するための総合的
な知の体系の構築を目指し、考究する力と感性を
養成します。

2025年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE517 国際日本社会科学2B 2 1.0 1 - 3

国際日本社会科学領域の様々な学術分野と様々な
事象や概念を、学問領域の枠にとらわれない広い
視点で探究し、学問を多角的に究明するための総
合的な知の体系の構築を目指し、論理的かつ多角
的に、研究に関する授業を行います。

2025年度より2年おき
開講。
2026年度開講せず。

0BBE518 国際日本社会科学3A 2 1.0 1 - 3 春AB 応談

潘 亮,明石 純一,
佐藤 麻理絵,高橋
秀直,柴田 政子,
川﨑 レスリー
タック,崔 宰栄,
大友 貴史,福住
多一,ダダバエフ
テイムール,山本
英弘,オルトラー
ニ アンドレア,河
合 晃一,ジャイ
イーダ

本授業では、国際日本社会科学の多様な領域を横
断しながら、現代日本と国際社会が抱える課題を
学際的に考察する力を育成する。社会科学の視点
を基盤に、受講生はそれぞれ研究テーマを設定
し、演習や議論を通じて、多角的に問題を捉える
姿勢と高度な研究能力を磨く。

2026年度より2年おき
開講。
対面
対面(オンライン併用
型)
オンライン(対面併用
型)

0BBE519 国際日本社会科学3B 2 1.0 1 - 3 秋AB 応談

潘 亮,明石 純一,
佐藤 麻理絵,高橋
秀直,柴田 政子,
川﨑 レスリー
タック,崔 宰栄,
大友 貴史,福住
多一,ダダバエフ
テイムール,山本
英弘,オルトラー
ニ アンドレア,河
合 晃一,ジャイ
イーダ

本授業では、国際日本社会科学の多様な領域を横
断しながら、現代日本と国際社会が抱える課題を
学際的に考察する力を育成する。受講生はそれぞ
れ研究テーマを設定し、演習や議論を通して、社
会科学に基づく複眼的な視点と高度な研究能力を
養う。

2026年度より2年おき
開講。
対面
対面(オンライン併用
型)
オンライン(対面併用
型)
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0BBE804 国際日本語教育学1A 2 1.0 1 - 3

日本語・日本語教育学をめぐる様々な学術分野と
の関連において、学問領域の枠にとらわれない高
度な研究力・先端的な専門知識・深い倫理観を身
につけることを目的とする。

2025年度より2年おき
開講。
対面
対面(オンライン併用
型)
オンライン(対面併用
型)

0BBE805 国際日本語教育学1B 2 1.0 1 - 3

日本語・日本語教育学をめぐる様々な学術分野と
の関連において、日本語教育学を中心とした幅広
い基礎的素養および視野、社会の多様な場での活
躍を支える汎用的知識・能力を身につけることを
目的とする。

2025年度より2年おき
開講。
対面
対面(オンライン併用
型)
オンライン(対面併用
型)

0BBE808 国際日本語教育学2A 2 1.0 1 - 3 春AB 応談

ブッシュネル
ケード コンラン,
伊藤 秀明,小野
正樹,井出 里咲
子,関崎 博紀,
ヴァンバーレン
ルート,稗田 奈津
江

日本語・日本語教育学をめぐる様々な学術分野と
の関連において、学問領域の枠にとらわれない高
度な研究力・先端的な専門知識・深い倫理観を身
につけることを目的とする。

2026年度より2年おき
開講。
対面
対面(オンライン併用
型)
オンライン(対面併用
型)
オンライン(同時双方
向型)

0BBE809 国際日本語教育学2B 2 1.0 1 - 3 秋AB 応談

ブッシュネル
ケード コンラン,
伊藤 秀明,小野
正樹,井出 里咲
子,関崎 博紀,
ヴァンバーレン
ルート,稗田 奈津
江

日本語・日本語教育学をめぐる様々な学術分野と
の関連において、日本語教育学を中心とした幅広
い基礎的素養および視野、社会の多様な場での活
躍を支える汎用的知識・能力を身につけることを
目的とする。

2026年度より2年おき
開講。
対面
対面(オンライン併用
型)
オンライン(対面併用
型)
オンライン(同時双方
向型)

0BBE990 プロジェクト演習3A 2 1.0 1 秋ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

受講者は、自らの研究プロジェクトに基づいた博
士論文の予備的論文を、指導教員(複数)との討議
や協議の中で作成し、その研究成果を発表する。
基本的な議論の枠組みの展開、主要な先行研究と
の関連、主要な素材分析結果、学問的な諸発見と
貢献を提示するとともに、博士論文の構成および
執筆計画を発表する。主に4月入学者が受講す
る。

対面(オンライン併用
型)

0BBE991 プロジェクト演習3B 2 1.0 1 春ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

受講者は、自らの研究プロジェクトに基づいた博
士論文の予備的論文を、指導教員(複数)との討議
や協議の中で作成し、その研究成果を発表する。
基本的な議論の枠組みの展開、主要な先行研究と
の関連、主要な素材分析結果、学問的な諸発見と
貢献を提示するとともに、博士論文の構成および
執筆計画を発表する。主に10月入学者が受講す
る。

対面(オンライン併用
型)

0BBE992 プロジェクト演習4A 2 1.0 2 秋ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

受講者は、自らの研究プロジェクトに基づいた博
士論文の予備的論文を、指導教員(複数)との討議
や協議の中で作成し、その研究成果を発表する。
基本的な議論の枠組みの展開、主要な先行研究と
の関連、主要な素材分析結果、学問的な諸発見と
貢献を提示するとともに、博士論文の中核となる
諸章を発表する。主に4月入学者が受講する。

対面(オンライン併用
型)

0BBE993 プロジェクト演習4B 2 1.0 2 春ABC 応談
国際日本研究学位
プログラム全教員
(後期)

受講者は、自らの研究プロジェクトに基づいた博
士論文の予備的論文を、指導教員(複数)との討議
や協議の中で作成し、その研究成果を発表する。
基本的な議論の枠組みの展開、主要な先行研究と
の関連、主要な素材分析結果、学問的な諸発見と
貢献を提示するとともに、博士論文の中核となる
諸章を発表する。主に10月入学者が受講する。

対面(オンライン併用
型)


